


























A  Yuuki  
 
 
　
　
瀬
戸
内
の
万
葉
は
、
そ
の
故
地
と
も
に
生
き
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
景
観
の
変
貌
は
著
し
く
、
か
つ
て
万
葉
人
が
見
た
景
物
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
～
七
日
に
淡
路
・
讃
岐
・
備
前
・
播
磨
・
摂
津
の
万
葉
故
地
を
廻
っ
た
調
査
の
一
部
を
も
と
に
し
て
い
る
。
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
明
石
大
門
、
松
帆
の
浦
、
野
島
の
崎
、
飼
飯
の
海
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
万
葉
故
地
の
探
査
を
続
け
て
き
た
の
は
、
歌
の
世
界
と
実
景
と
の
質
的
・
感
覚
的
な
近
似
値
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
見
る
」
行
為
の
感
覚
的
な
曖
昧
さ
を
少
し
で
も
う
た
わ
れ
た
世
界
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
万
葉
故
地
を
歩
い
て
き
た
。
こ
で
は
、
万
葉
の
人
々
が
瀬
戸
内
の
景
色
を
ど
の
よ
う
に
見
て
き
た
の
か
を
辿
っ
て
行
き
た
い
。
そ
し
て
、
現
代
の
景
色
と
の
比
較
の
中
で
景
観
の
保
全
と
万
葉
文
化
の
継
承
を
考
え
て
い
き
た
い
。
掲
出
す
る
万
葉
歌
の
「
訳
文
」
は
『
萬
葉
集
』
（
塙
書
房
）
、
「
大
意
」
「
語
釈
」
「
釈
文
」
は
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
』
（
集
英
社
）
、
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
（
笠
間
書
院
）
を
引
用
し
、
適
宜
追
加
し
た
。
一　
明
石
の
大
門
巻
三
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首
」
歌
群
は
、
御
津
249
（
難
波
の
港
）
→
敏
馬
250
（
神
戸
港
の
東
）
→
淡
路
島
251
→
藤
江
252
（
明
石
市
西
部
）
→
稲
日
野
253
（
明
石
か
ら
加
古
川
に
か
け
て
の
平
野
）
→
明
石
大
門
254
・
255
（
明
石
海
峡
）
→
笥
飯
の
海
256
（
淡
路
島
西
岸
一
帯
の
海
）
の
地
名
が
並
ぶ
。
そ
の
中
か
ら
明
石
大
門
を
詠
む
歌
二
首
を
抄
出
す
る
。
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柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首
（
二
首
抄
出
）
⑴　
燈
火
の　
明
石
大
門
に　
　
　
　
　
燈
火
の
明
き
明
石
、
そ
の
明
石
の
海
峡
に
入
ら
む
日
や　
　
　
　
　
　
　
さ
し
か
る
日
に
は
、
漕
ぎ
別
れ
な
む　
　
　
　
　
　
　
故
郷
か
ら
ま
っ
た
く
漕
ぎ
別
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
の
あ
た
り
見
ず　
　
　
　
　
　
も
は
や
家
族
の
住
む
大
和
の
山
々
を
見
る
こ
と
も
な
く
。
（
巻
三
・
二
五
四
）　
○
燈
火
の　
「
明
石
」
の
枕
詞
。
灯
火
は
明
る
い
の
で
「
あ
か
し
（
明
石
）
」
に
か
る
。
○
明
石
大
門　
明
石
海
峡
。
明
石
市
と
淡
路
の
北
端
と
の
海
峡
。
孝
徳
紀
大
化
二
年
（
六
四
六
年
）
正
月
一
日
の
大
化
改
新
の
詔
に
よ
れ
ば
、
明
石
の
櫛
く
し
淵ふち
か
ら
西
は
畿
外
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
海
路
で
は
明
石
海
峡
が
畿
外
と
畿
内
を
分
け
る
海
う
な
さ
か坂
（
海
の
境
界
）
で
あ
っ
た
。
明
石
海
峡
の
通
過
は
、
畿
内
か
ら
畿
外
に
出
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
明
石
大
門
に
入
ら
む
日
や
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
西
行
き
の
旅
。
○
入
ら
む
日
や
漕
ぎ
別
れ
な
む　
さ
し
か
る
で
あ
ろ
う
日
に
は
～
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
の
意
。
「
や
」
は
疑
問
的
詠
嘆
で
、
下
の
「
な
む
」
（
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
を
強
意
に
用
い
て
、
「
む
」
は
推
量
の
助
動
詞
連
体
形
）
で
結
ぶ
。
○
家
の
あ
た
り
見
ず　
明
石
海
峡
か
ら
、
大
和
と
河
内
と
の
境
界
の
生
駒
連
峰
、
二
上
山
か
ら
南
の
葛
城
・
金
剛
山
が
、
故
郷
大
和
で
家
族
の
住
む
と
こ
ろ
。
◆
交
通
の
難
所　
難
波
津
を
出
て
、
西
行
し
よ
う
と
す
る
船
は
、
作
者
を
乗
せ
て
明
石
大
門
に
さ
し
か
っ
た
。
そ
の
心
境
は
、
「
漕
ぎ
別
れ
な
む
」
と
い
う
表
現
に
凝
縮
し
て
い
る
。
畿
外
と
畿
内
と
を
分
か
つ
海
坂
を
目
の
前
に
し
て
、
家
郷
へ
の
思
い
は
、
一
層
哀
感
が
極
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
も
は
や
、
大
和
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
作
者
に
は
、
不
安
と
恐
怖
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
代
は
多
く
の
汽
船
が
航
行
す
る
が
、
当
時
は
手
漕
ぎ
の
船
で
あ
る
。
時
速
一
〇
キ
ロ
の
明
石
海
峡
の
潮
流
は
、
思
い
の
ほ
か
速
く
、
転
覆
、
座
礁
も
た
び
た
び
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
交
通
の
難
所
と
も
い
え
る
明
石
海
峡
か
ら
家
郷
を
慕
い
、
海
原
の
船
の
中
か
ら
陸
地
の
山
を
探
す
感
覚
は
、
汽
船
の
速
度
で
か
き
消
さ
れ
、
今
は
平
穏
そ
の
も
の
で
あ
る
。
柿本神社（兵庫県明石市人丸町）
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◆
柿
本
人
麻
呂
と
明
石　
⑴
歌
は
、
次
の
⑵
歌
と
も
に
、
柿
本
人
麻
呂
と
明
石
を
強
固
に
結
び
付
け
て
い
る
。
明
石
市
人
丸
町
に
は
、
柿
本
人
麻
呂
を
祀
っ
た
柿
本
神
社
が
あ
る
。
学
問
の
神
様
と
し
て
、
全
国
の
人
々
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
明
石
の
人
々
に
と
っ
て
、
柿
本
人
麻
呂
と
⑴
⑵
の
歌
の
景
観
は
、
心
の
ふ
る
さ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
日
々
見
る
明
石
の
海
景
は
、
古
代
に
お
い
て
人
麻
呂
が
見
た
海
景
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
日
常
の
視
覚
の
一
部
で
も
あ
る
。
そ
の
視
覚
は
、
「
文
化
の
地
層
」
の
中
に
自
分
自
身
を
発
見
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
後
代
、
柿
本
人
丸
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
が
く
れ
ゆ
く
船
を
し
ぞ
思
ふ
」
（
古
今
集
）
に
因
ん
で
、
Ｊ
Ｒ
朝
霧
駅
（
昭
和
四
十
三
年
）
が
開
設
さ
れ
た
。
明
石
は
、
「
景
」
の
な
か
に
古
代
が
あ
り
、
そ
の
中
に
自
分
の
視
覚
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
⑵　
天
離
る　
鄙
の
長
道
ゆ　
　
　
　
　
遠
い
田
舎
の
長
い
道
の
り
を
恋
ひ
来
れ
ば　
明
石
の
門
よ
り　
　
　
　
ひ
た
す
ら
に
都
恋
し
さ
に
上
っ
て
来
る
と
、
明
石
海
峡
か
ら
大
和
島
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
大
和
の
山
々
が
見
え
る
。
（
巻
三
・
二
五
） 　
〇
天
離
る　
「
鄙
」
の
枕
詞
。
天
の
か
な
た
、
遠
く
離
れ
て
い
る
意
。
天
の
語
を
用
い
た
と
こ
ろ
に
は
、
空
の
果
て
に
位
置
す
る
意
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
〇
長
道
ゆ　
長
い
道
の
り
を
ず
っ
と
。
「
ゆ
」
は
経
由
を
示
す
。
〇
大
和
島　
故
郷
大
和
の
あ
る
陸
地
。
生
駒
・
葛
城
連
峰
を
目
し
て
こ
う
い
っ
た
も
の
。
「
島
」
は
水
な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
っ
て
画
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。
生
駒
。
葛
城
連
峰
が
海
上
か
ら
島
の
よ
う
に
見
え
る
の
を
さ
し
て
大
和
島
と
い
っ
た
も
の
。
◆
古
歌
を
想
起
す
る
遣
新
羅
使
人　
⑴
歌
は
、
西
下
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
⑵
歌
は
東
上
の
歌
で
あ
る
。
明
石
海
峡
は
、
家
郷
大
和
と
別
れ
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
帰
郷
の
時
は
、
玄
関
口
で
も
あ
っ
た
。
⑴
で
は
、
「
見
ず
」
と
嘆
い
た
が
、
⑵
は
「
見
ゆ
」
と
い
っ
て
喜
び
を
示
す
。
⑵
歌
は
、
巻
十
五
・
三
六
〇
八
と
ほ
ぼ
語
句
が
一
致
す
る
。
「
天
離
る
鄙
の
長
道
を
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
家
の
あ
た
り
見
ゆ
」と
あ
る
。
こ
の
歌
巻
は
遣
新
羅
使
人
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
、
一
行
は
、
古
歌
で
あ
る
⑵
を
想
起
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首
」
に
は
、
一
本
歌
が
あ
り
、
そ
れ
は
巻
十
五
に
収
録
す
る
遣
新
羅
使
人
が
船
上
で
誦
詠
し
た
古
歌
の
表
現
と
一
致
す
る
。
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二　
松
帆
の
浦
　
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
の
十
月
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
聖
武
天
皇
の
播
磨
国
印
南
野
行
幸
が
あ
っ
た
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
十
月
十
日
に
印
南
野
の
邑おう
美み
の
行
宮
に
到
着
し
た
と
あ
る
。
そ
の
時
の
笠
金
村
の
作
歌
。
松
帆
の
浦
は
、
淡
路
島
の
北
端
の
海
浜
。
明
石
海
峡
を
隔
て
、
名な
寸き
隅すみ
と
相
対
す
る
。
犬
養
孝
『
万
葉
の
旅　
下
』
に
は
、
松
帆
の
浦
に
つ
い
て
「
明
石
か
ら
連
絡
船
で
淡
路
島
の
岩
屋
に
上
陸
し
て
、
バ
ス
で
一
〇
分
ほ
ど
北
に
行
っ
た
淡
路
島
最
北
端
の
松
原
の
つ
づ
き
の
一
角
が
松
帆
浦
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
、
長
浜
の
北
の
竜
松
の
台
場
か
ら
岬
の
松
原
ま
で
の
あ
い
だ
に
松
帆
の
漁
村
が
あ
る
。
手
こ
ぎ
船
の
こ
ろ
に
は
松
帆
の
岸
辺
に
は
海
峡
潮
待
ち
の
船
も
見
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
松
原
の
海
浜
に
立
つ
と
、
海
峡
の
好
風
を
一
望
に
お
さ
め
目
前
を
速
い
潮
が
流
れ
て
い
る
」
（
38
頁
）
と
述
べ
る
。
同
頁
の
「
淡
路
島
松
帆
の
浦
」
と
付
さ
れ
た
写
真
は
、
巻
末
写
真
撮
影
者
一
覧
に
よ
る
と
高
橋
三
知
雄
の
撮
影
が
確
認
で
き
る
。
松
の
生
え
る
海
浜
に
木
造
船
が
二
艘
ほ
ど
あ
り
、
遠
く
に
水
平
線
が
霞
む
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
あ
る
。
現
在
の
松
帆
の
浦
に
、
松
原
は
確
認
で
き
な
い
。
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
に
行
っ
た
現
地
探
査
で
は
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
花
な
ど
を
確
認
し
た
が
、
松
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
後
代
、
海
浜
に
は
、
徳
島
藩
が
「
松
帆
台
場
」
（
現
在
は
神
戸
製
鋼
の
保
養
所
「
ゆ
う
な
ぎ
荘
」
が
建
つ
）
を
徳
川
家
茂
の
命
で
着
工
し
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
竣
工
し
て
い
る
。
松
帆
の
浦
比
定
地
に
立
つ
と
、
明
石
海
峡
を
航
行
す
る
船
は
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
。
古
代
の
人
た
ち
は
、
海
峡
が
荒
れ
た
時
、
風
待
ち
や
潮
待
ち
の
た
め
に
、
こ
の
地
に
船
を
寄
せ
た
。
つ
ま
り
、
松
帆
は
待
つ
帆
の
転
化
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
る
。
三
年
丙
寅
の
秋
九
月
十
五
日
に
、
播
磨
国
の
印
南
野
に
幸
す
時
に
、
笠
朝
臣
金
村
が
作
る
歌
一
首<
并
せ
て
短
歌>
　
⑶　
 
名
寸
隅
の　
舟
瀬
ゆ
見
ゆ
る　
　
　
　
　
 
名
寸
隅
の
舟
着
き
場
か
ら
見
え
る
淡
路
島　
松
帆
の
浦
に　
　
　
　
　
　
 
淡
路
島
の
松
帆
の
浦
で,
朝
な
ぎ
に　
玉
藻
刈
り
つ
　
　
　
　
　
 
朝
凪
の
時
に
は
玉
藻
を
刈
っ
た
り
、
夕
な
ぎ
に　
藻
塩
焼
き
つ
　
　
　
　
　
 
夕
凪
の
時
に
は
藻
塩
を
焼
い
た
り
し
て
い
る
松帆の浦（兵庫県淡路市岩屋）
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海
人
娘
子　
あ
り
と
は
聞
け
ど　
　
　
　
 
美
し
い
娘
子
た
ち
が
い
る
と
は
聞
く
が
、
見
に
行
か
む　
よ
し
の
な
け
れ
ば　
　
　
　
 
そ
の
娘
子
た
ち
を
見
に
行
く
手
だ
て
も
な
い
の
で
ま
す
ら
を
の　
心
は
な
し
に　
　
　
　
　
 
ま
す
ら
お
の
雄
々
し
い
心
は
な
く
、
た
わ
や
め
の　
思
ひ
た
わ
み
て　
　
　
　
 
た
わ
や
女
の
よ
う
に
思
い
し
お
れ
て
、
た
も
と
ほ
り　
我
は
そ
恋
ふ
る　
　
　
　
 
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
私
は
た
だ
恋
焦
が
れ
て
ば
か
り
い
る
。
舟
梶
を
な
み　
　
　
　
　
　
　
　
 
舟
も
櫓
も
な
い
の
で
。
（
巻
六
・
九
三
五
）　
〇
三
年　
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
。
〇
秋
九
月
十
五
日　
『
続
日
本
紀
』
で
は
、
こ
の
年
の
聖
武
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
、
十
月
七
日
出
発
、
十
日
に
印
南
野
の
邑
美
の
行
宮
に
到
着
、
十
九
日
に
難
波
の
宮
に
還
幸
、
二
十
九
日
帰
京
と
記
す
。
九
月
十
五
日
は
行
幸
の
詔
の
発
せ
ら
れ
た
日
か
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
九
月
二
十
七
日
の
条
に
、
印
南
野
行
幸
の
た
め
に
装
束
司
と
造
頓
宮
司
と
を
任
命
し
た
と
あ
る
。
〇
印
南
野　
兵
庫
県
明
石
か
ら
加
古
川
付
近
に
か
け
て
の
平
野
。
〇
名
寸
隅　
明
石
市
西
端
の
魚
住
町
・
大
久
保
町
付
近
か
と
い
う
。
〇
舟
瀬　
舟
が
風
波
を
避
け
て
停
泊
す
る
所
。
波
止
場
。
船
瀬
は
大
久
保
町
江
井
島
小
字
西
江
の
浜
の
築
堤
付
近
か
。
〇
松
帆
の
浦　
淡
路
島
の
北
端
付
近
の
海
岸
。
〇
藻
塩　
藻
に
海
水
を
含
ま
せ
、
こ
れ
を
焼
い
て
作
る
塩
。
〇
よ
し　
手
だ
て
。
〇
ま
す
ら
を　
立
派
な
男
子
。
た
お
や
か
な
女
性
を
い
う
、
下
の
「
た
わ
や
女
」
の
対
。
〇
た
も
と
ほ
り　
同
じ
所
を
あ
ち
こ
ち
め
ぐ
る
意
。
「
た
」
は
接
頭
語
。
別
表
記
は
「
た
廻
も
と
ほ
り
」
。
こ
の
句
、
上
の
「
見
に
行
か
む
よ
し
の
な
け
れ
ば
」
の
、
実
態
と
し
て
持
ち
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
反
歌
二
首
⑷　
玉
藻
刈
る　
海
人
娘
子
ど
も　
　
　
　
　
玉
藻
を
刈
っ
て
い
る
海
人
の
娘
子
た
ち
を
見
に
行
か
む　
舟
梶
も
が
も　
　
　
　
　
見
に
行
く
舟
や
櫓
が
あ
っ
た
ら
よ
い
の
に
。
波
高
く
と
も　
　
　
　
　
　
　
　
波
は
ど
ん
な
に
高
く
立
っ
て
い
よ
う
と
も
。
（
巻
六
・
九
三
六
）　
〇
見
に
行
か
む　
見
に
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
。
次
句
「
舟
梶
も
が
も
」
に
続
く
。
〇
舟
梶
も
が
も　
「
も
が
も
」
は
、
あ
る
目
的
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を
果
た
す
た
め
の
手
段
に
対
す
る
願
望
。
「
見
に
行
」
く
こ
と
が
こ
の
目
的
。
〇
波
高
く
と
も　
「
と
も
」
は
現
に
波
が
高
く
立
っ
て
い
る
さ
ま
を
仮
定
的
に
い
っ
た
も
の
。
⑸　
行
き
巡
り　
見
と
も
飽
か
め
や　
　
　
　
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
、
い
く
ら
見
て
も
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
名
寸
隅
の　
舟
瀬
の
浜
に　
　
　
　
　
名
寸
隅
の
舟
着
き
場
の
浜
に
し
き
る
白
波　
　
　
　
　
　
　
　
次
々
と
う
ち
寄
せ
る
こ
の
白
波
は
。
（
巻
六
・
九
三
七
）　
〇
行
き
廻
…　
こ
う
し
て
岸
辺
を
行
き
め
ぐ
っ
て
い
つ
ま
で
見
て
も
、
の
意
。
〇
見
と
も
飽
か
め
や　
第
二
句
に
こ
の
句
を
置
く
こ
と
、
同
じ
金
村
の
九
二
一
に
あ
っ
た
。
〇
し
き
る
白
波　
次
々
と
う
ち
寄
せ
る
こ
の
美
し
い
白
波
は
、
の
意
。
◆
笠
朝
臣
金
村　
万
葉
第
三
期
を
代
表
す
る
歌
人
。
海
浜
、
山
野
、
河
川
な
ど
の
自
然
の
景
観
を
詠
い
、
地
名
も
多
く
出
て
く
る
（
五
十
一
箇
所
）
。
生
没
年
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
歌
の
題
詞
の
ほ
と
ん
ど
に
作
歌
年
月
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
そ
の
制
作
の
時
代
は
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
か
ら
天
平
五
年
（
七
三
）
の
十
九
年
間
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
金
村
は
、
同
時
代
の
山
部
赤
人
、
車
持
千
年
と
の
か
わ
り
が
深
い
人
物
で
あ
る
。
巻
六
に
は
、
行
幸
に
従
駕
し
た
折
、
山
部
赤
人
や
車
持
千
年
と
競
詠
し
て
い
る
歌
が
あ
る
。
行
幸
地
は
、
吉
野
、
難
波
、
播
磨
で
、
同
時
同
所
を
三
者
三
様
の
個
性
で
詠
っ
て
い
る
。
金
村
は
六
位
以
下
の
微
官
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
行
幸
歌
群
の
掲
載
順
は
、
金
村
、
千
年
、
赤
人
の
順
位
が
厳
し
く
守
ら
れ
て
い
る
。
◆
景
色
を
眺
め
る
余
裕　
⑴
⑵
の
歌
と
の
違
い
は
、
海
に
対
す
る
意
識
、
感
覚
で
あ
る
。
船
上
に
あ
っ
て
旅
の
不
安
と
望
郷
、
帰
郷
の
安
堵
と
喜
び
を
詠
う
明
石
の
大
門
の
歌
と
は
異
な
り
、
都
人
士
が
旅
の
眺
め
を
楽
し
む
感
覚
で
景
色
を
見
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
特
に
行
幸
従
駕
歌
に
必
須
の
要
素
で
あ
っ
た
天
皇
讃
仰
、
土
地
誉
め
な
ど
の
格
式
を
抑
制
し
て
、
私
的
な
感
情
を
述
べ
る
の
は
金
村
の
特
徴
と
言
え
る
。
阿
蘇
瑞
枝
は
「
歌
人
金
村
の
幇
間
的
性
格
が
み
ら
れ
る
歌
」
と
言
う
。
金
村
の
歌
に
は
、
「
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
か
も
」
「
見
と
も
飽
か
め
や
」
「
見
が
欲
し
か
ら
む
」
「
見
る
毎
に
」
「
見
に
行
か
む
」
の
語
句
が
二
度
使
わ
れ
、
「
見
る
」
は
二
十
九
回
使
用
さ
れ
る
。
抽
象
や
観
念
を
避
け
、
具
象
表
現
に
徹
し
、
今
現
実
に
「
見
る
」
世
界
を
重
視
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
実
肯
定
の
態
度
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に
導
い
て
い
っ
た
。
景
色
の
向
こ
う
側
に
人
間
を
描
く
の
は
、
「
今
、
こ
」
を
見
つ
め
る
か
ら
で
あ
る
。
平
明
寛
容
な
説
明
的
な
叙
述
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
人
生
態
度
の
あ
ら
わ
れ
と
言
っ
て
よ
い
。
幇
間
的
性
格
と
は
、
現
実
に
即
応
し
生
き
る
人
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柄
の
よ
さ
や
明
る
さ
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
三　
野
島
の
崎
　
⑹　
玉
藻
刈
る　
　
　
　
　
　
　
　
海
女
た
ち
が
玉
藻
を
刈
っ
て
い
る
敏
馬
を
過
ぎ
て　
　
　
　
　
　
　
敏
馬
、
故
郷
の
妻
が
見
え
な
い
と
い
う
名
の
敏
馬
を
素
通
り
し
て
、
夏
草
の　
野
島
の
崎
に　
舟
近
付
き
ぬ　
　
　
は
や
船
は
夏
草
茂
る
わ
び
し
い
野
島
の
崎
に
近
づ
き
つ
あ
る
。
一
本
に
云
は
く　
　
　
　
　
　
　
あ
る
本
で
言
う
に
は
、
「
処
女
を
過
ぎ
て　
夏
草
の　
　
　
　
　
美
し
い
藻
を
刈
る
と
処
女
の
地
を
行
き
過
ぎ
て
、
夏
草
の
茂
る
　
野
島
が
崎
に　
廬
り
す
我
は
」　
　
　
　
野
島
の
崎
に
宿
り
す
る
よ
、
私
は
。
と
言
う
。
（
巻
三
・
二
五
〇
）　
〇
玉
藻
刈
る　
実
景
。
一
方
、
玉
藻
を
刈
る
女め
（
馬
）
の
意
で
、
枕
詞
的
な
働
き
も
あ
る
。
〇
敏
馬　
神
戸
港
の
東
、
岩
屋
付
近
。
「
見
ぬ
女め
」
の
意
を
匂
わ
し
、
都
の
妻
と
離
れ
て
い
る
さ
び
し
さ
を
も
示
し
て
い
る
。
〇
夏
草
の　
実
景
。
一
方
、
夏
草
の
生
い
茂
る
荒
野
の
意
を
示
す
枕
詞
的
用
法
で
も
あ
る
。
〇
野
島　
野
島
の
原
文
は
「
奴
嶋
」
。
ヌ
シ
マ
と
訓
む
が
、
ノ
シ
マ
に
同
じ
。
「
野
」
は
ノ
（
甲
類
）
と
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
時
に
ヌ
と
も
発
音
さ
れ
た
。
「
伊
勢
の
奴ヌ
」
（
記
紀
歌
謡
七
八
）
、
「
奴ヌ
つ
鳥
」
（
記
紀
歌
謡
九
八
）
な
ど
。
た
だ
し
、
「
野
島
」
を
表
わ
す
の
に
、
音
仮
名
（
奴
）
と
正
訓
字
（
嶋
）
の
連
合
で
あ
る
点
は
疑
問
が
残
る
。
こ
は
あ
く
ま
で
一
試
訓
に
拠
っ
た
も
の
。
「
野
島
」
淡
路
島
北
端
の
西
海
岸
。
眺
望
の
き
く
島
に
い
う
こ
と
が
多
く
、
船
の
寄
港
地
の
一
つ
。
〇
一
本　
本
文
歌
八
首
と
も
ど
も
、
前
歌
群
二
四
五
～
八
の
長
田
王
が
収
集
し
た
資
料
か
ら
出
た
も
の
か
と
い
う
。
長
田
王
は
、
奈
良
朝
風
流
侍
従
の
一
人
。
和
銅
四
年
（
七
一
）
正
五
位
下
。
近
江
守
、
衛
門
督
を
歴
任
し
て
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
十
月
、
摂
津
大
夫
。
天
平
九
年
（
七
三
七
）
六
月
、
散
位
正
四
位
下
で
没
。
〇
処
女　
敏
馬
の
東
に
接
す
る
。
芦
屋
市
か
ら
神
戸
市
東
部
に
か
け
て
の
地
。
処
女
塚
な
ど
の
遺
跡
が
あ
る
。
〇
廬
り
す　
仮
小
屋
を
設
け
て
籠
る
。
〇
我　
原
文
の
「
吾
等
」
は
、
「
我
」
の
複
数
性
を
表
す
。
人
麻
呂
関
係
の
歌
で
は
、
公
衆
の
場
で
披
露
さ
れ
た
歌
に
こ
の
表
記
を
持
つ
も
の
が
目
立
つ
。
⑺　
 
淡
路
の　
野
島
の
崎
の　
　
　
　
　
　
 
淡
路
の
野
島
の
崎
の
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浜
風
に　
妹
が
結
び
し　
紐
吹
き
返
す　
　
　
浜
風
に
、
い
と
し
い
子
が
結
ん
で
く
れ
た
着
物
の
紐
を
い
た
ず
ら
に
吹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
き
か
え
ら
せ
て
い
る
。
（
巻
三
・
二
五
一
）　
〇
淡
路　
淡
路
島
。
〇
浜
風
に
…
紐
吹
き
返
す　
私
は
浜
風
に
紐
を
い
た
ず
ら
に
吹
き
返
ら
せ
て
い
る
、
の
意
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』
に
詳
し
い
解
説
が
あ
り
、
「
軽
い
使
役
、
即
ち
『
浜
風
の
吹
き
か
へ
す
に
ま
か
す
』
と
い
ふ
に
近
い
意
味
を
あ
ら
は
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
。
「
紐
」
は
、こ
は
着
物
の
表
紐
。
旅
に
出
る
時
女
が
結
ん
で
、
無
事
を
祈
る
習
い
。
◆
浜
風
に
…
紐
吹
き
返
す　
伊
藤
博
は
、
⑺
が
存
す
る
歌
群
に
つ
い
て
「
八
首
は
、
や
は
り
、
い
か
に
も
人
麻
呂
ら
し
く
、
力
量
が
卓
越
し
て
い
る
。
そ
の
配
列
も
見
事
で
、
人
び
と
に
も
愛
唱
さ
れ
て
然
る
べ
き
内
容
を
持
つ
。
」
と
述
べ
、
⑺
に
つ
い
て
「
中
で
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
首
（
二
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
『
浜
風
に
…
紐
吹
き
返
す
』
は
、
放
任
的
使
役
を
示
す
表
現
で
、
野
島
の
浜
風
が
妻
の
魂
の
こ
も
る
表
紐
を
吹
き
返
す
の
に
う
ち
任
せ
て
、
人
麻
呂
が
一
人
郷
愁
に
く
れ
な
が
ら
浜
辺
に
茫
然
と
突
っ
立
て
い
る
さ
ま
を
う
か
が
わ
せ
る
。
風
と
紐
と
の
も
つ
れ
の
か
な
た
に
、
人
麻
呂
は
い
と
し
い
妻
を
幻
視
し
て
、
い
つ
ま
で
も
立
っ
て
い
る
。
」
（
『
釋
注
』
）
と
評
価
し
て
い
る
。
阿
蘇
瑞
枝
も
「
第
三
首
の
『
妹
が
結
び
し
紐
吹
き
返
す
』
は
、
旅
立
ち
の
際
の
妻
の
様
子
を
思
い
出
し
、
妻
恋
し
い
思
い
を
抱
い
て
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い
を
言
葉
に
し
な
い
と
こ
ろ
に
余
情
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
か
と
な
い
旅
愁
を
感
じ
さ
せ
る
」
（
『
全
歌
講
義
』
）
と
言
う
。
し
か
し
、
斎
藤
茂
吉
『
柿
本
人
麿
評
釈
篇
巻
之
上
』
で
は
、
⑹
を
「
人
麻
呂
作
中
の
傑
作
の
一
つ
」
と
評
す
る
一
方
、
⑺
を
「
羇
旅
八
首
中
で
は
、
先
ず
普
通
の
出
来
と
評
し
て
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
が
⑺
に
つ
い
て
「
理
解
し
易
い
歌
境
で
あ
り
、
適
当
に
甘
美
の
情
も
こ
め
ら
れ
て
居
る
の
で
、
い
は
ば
万
人
向
の
感
銘
を
湛
へ
て
居
る
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
◆
野
島
の
海
人　
兵
庫
県
淡
路
市
野
島
平
林
に
は
、
貴
船
神
社
遺
跡
が
あ
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
、
塩
づ
く
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
、
平
林
海
水
浴
場
か
ら
内
陸
方
向
に
「
緑
の
道
し
る
べ
大
川
公
園
」
が
整
備
さ
れ
、
製
塩
作
業
を
す
る
海
人
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
解
説
板
が
あ
る
。
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
塩
を
取
り
出
す
工
程
。
濃
縮
し
た
塩
水
を
製
塩
土
器
に
い
れ
、
石
敷
き
の
炉
に
並
べ
、
煮
詰
め
塩
を
取
り
出
す
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
炉
跡
が
二
十
二
基
以
上
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち　
十
九
基
は
古
墳
時
代
末
か
ら
奈
良
時
代
の
も
の
で
、
大
阪
湾
沿
岸
で
は
塩
作
り
が
衰
退
す
る
時
期
に
あ
た
る
。
野
島
の
海
人
は
、『
日
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本
書
紀
』
巻
十
二
に
も
記
事
が
あ
る
。
履
中
天
皇
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
頃
、
仲
皇
子
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
と
き
仲
皇
子
の
命
令
で
追
い
か
け
て
き
た
の
が
野
島
の
海
人
で
あ
っ
た
。
「
淡
路
の
御
原
の
海
人
」と
並
び
、
有
力
な
海
洋
の
民
で
あ
っ
た
。
野
島
と
言
え
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
震
源
と
な
っ
た
野
島
断
層
が
思
い
出
さ
れ
る
。
貴
船
神
社
遺
跡
の
あ
る
大
川
公
園
か
ら
南
下
す
る
こ
と
五
・
三
㎞
の
と
こ
ろ
に
、
「
野
島
断
層
保
存
館
」
が
設
け
ら
れ
断
層
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
は
、
妻
を
恋
し
く
思
う
余
情
と
旅
愁
と
は
異
な
る
大
自
然
の
驚
異
も
、
野
島
の
崎
の
景
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
　
　
四　
飼
飯
の
海
⑻　
 
飼
飯
の
浦
に　
寄
す
る
白
波　
　
　
　
　
笥
飯
の
浦
に
寄
せ
て
は
返
す
白
波
、
そ
の
波
の
よ
う
に
し
く
し
く
に　
妹
が
姿
は　
思
ほ
ゆ
る
か
も　
　
ひ
っ
き
り
な
し
に
、
あ
の
子
の
姿
は
、
私
の
心
を
襲
っ
て
く
る
。
（
巻
十
二
・
三
二
〇
）　
〇
笥
飯
の
浦　
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
松
帆
慶
野
付
近
。
国
指
定
名
勝
「
慶
野
松
原
」
が
播
磨
灘
に
面
し
て
い
る
海
浜
。
瀬
戸
内
の
寄
港
地
で
あ
る
。
〇
寄
す
る
白
波　
上
二
句
は
序
。
「
し
く
し
く
に
」
を
起
こ
す
。
〇
し
く
し
く
に　
「
思
ふ
」「
恋
ふ
」
と
か
わ
る
こ
と
が
多
い
。
「
し
ば
し
ば
」
が
「
見
る
」
こ
と
に
か
わ
る
こ
と
が
多
い
の
と
相
対
す
る
。
◆
波
の
音
か
ら
思
い
起
こ
す
妹
の
姿　
慶
野
松
原
の
現
地
踏
査
は
二
〇
一
七
年
五
月
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
日
没
後
に
訪
れ
た
。
⑻
で
は
、
寄
す
る
白
波
と
あ
る
の
で
、
白
波
し
る
き
海
浜
を
目
に
し
な
が
ら
の
作
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
波
を
感
じ
る
視
覚
と
聴
覚
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
「
し
く
し
く
に
」
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
る
の
は
、
波
音
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
慶
野
松
原
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
陸
軍
省
の
管
轄
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
燃
料
用
の
新
炭
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ
か
，
食
糧
増
産
の
た
め
に
開
墾
さ
れ
，
江
戸
時
代
の
規
模
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
巻
十
二
寄
物
陳
思
「
悲
別
歌
」
の
部
に
あ
り
、
男
の
歌
。
　
⑼　
 
飼
飯
の
海
の　
に
は
良
く
あ
ら
し　
　
　
　
笥
飯
の
海
の
漁
場
は
風
も
な
く
潮
の
具
合
も
よ
い
ら
し
い
。
刈
り
薦
の　
乱
れ
て
出
づ
見
ゆ　
海
人
の
釣
舟　
　
刈
り
薦
の
よ
う
に
入
り
乱
れ
て
漕
ぎ
出
て
い
る
の
が
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
漁
師
の
釣
舟
が
。
一
本
に
云
は
く　
　
　
　
　
　
　
 
 
あ
る
本
で
言
う
に
は
、
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「
武
庫
の
海　
舟
庭
な
ら
し　
　
　
　
　
「
武
庫
の
海
の
海
上
は
穏
や
か
で
あ
る
ら
し
い
。
い
ざ
り
す
る　
海
人
の
釣
舟　
波
の
上
ゆ
見
ゆ
」　
魚
を
捕
っ
て
い
る
漁
夫
の
釣
舟
が
波
の
上
に
見
え
る
、
と
い
う
。
　
（
巻
三
・
二
五
六
）　
〇
飼
飯
の
海　
淡
路
島
西
岸
一
帯
の
海
。
島
の
南
に
、
今
「
慶
野
」
の
地
名
が
残
る
。
〇
に
は　
仕
事
場
。
こ
は
漁
を
す
る
海
面
。
〇
刈
薦
の　
「
乱
る
」
の
枕
詞
。
刈
り
取
っ
た
薦
（
沼
地
に
生
え
る
イ
ネ
科
の
多
年
草
）
は
乱
れ
や
す
い
。
〇
乱
れ
て
出
づ
見
ゆ　
乱
れ
た
状
態
で
漕
ぎ
出
し
て
い
る
、
の
意
。
一
般
に
は
ミ
ダ
レ
イ
ヅ
ミ
ユ
。
こ
れ
だ
と
、
「
こ
れ
か
ら
ば
ら
く
に
な
っ
て
漕
ぎ
出
る
」
意
と
な
っ
て
よ
く
な
い
と
い
う
（
鶴
久
「
『
乱
れ
い
づ
見
ゆ
』
か
『
乱
れ
て
い
づ
見
ゆ
』
か
」
萬
葉
第
三
十
号
）
。
母
音
を
含
む
場
合
、
結
句
は
八
音
に
な
る
こ
と
が
習
い
で
あ
る
点
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
巻
十
五
・
三
六
〇
九
（
「
武
庫
の
海
の
に
は
良
く
あ
ら
し
い
ざ
り
す
る
海
人
の
釣
舟
波
の
上
ゆ
見
ゆ
」
）
に
対
す
る
、
こ
の
歌
を
も
っ
て
の
校
異
に
も
、
「
美み
太だ
礼れ
弖て
出いづ
見み
由ゆ
」
と
あ
る
。
「
見
ゆ
」
は
、
活
用
語
の
終
止
形
を
承
け
、
多
く
は
視
覚
的
な
断
定
を
婉
曲
に
言
い
表
わ
す
。
〇
武
庫
の
海　
西
宮
市
か
ら
尼
崎
市
に
か
け
て
の
海
。
〇
舟
庭
な
ら
し　
「
舟
庭
」
は
漁
師
の
仕
事
場
の
意
で
、
「
な
ら
し
」
は
「
に
あ
る
ら
し
」
の
約
と
さ
れ
て
い
る
。
上
に
「
よ
く
」
な
ど
ほ
め
言
葉
が
な
い
の
で
、
下
へ
の
続
き
が
悪
い
。
経
路
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
、も
と
も
と
一
本
歌
の
系
統
を
引
く
巻
十
五
・
三
六
〇
九
の
第
二
句
の
よ
う
に
、
「
尓に
波は
余よ
久く
安あ
良ら
之し
」
と
あ
っ
た
も
の
が
誤
っ
て
こ
う
な
っ
た
と
見
る
べ
き
。
◆
白
砂
青
松　
慶
野
松
原
は
現
在
も
白
砂
青
松
の
景
を
残
す
。
波
に
洗
わ
れ
た
白
砂
の
中
に
、
常
緑
の
松
の
緑
が
清
々
し
く
映
え
て
い
る
。
慶
野
松
原
近
く
に
住
み
、
淡
路
島
の
小
学
校
の
教
頭
を
務
め
る
小
田
某
氏
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
頃
よ
り
も
海
浜
の
幅
が
狭
く
な
っ
た
と
言
う
。
以
前
民
家
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
、
浸
食
に
よ
っ
て
、
海
の
中
に
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
と
か
。
こ
の
白
砂
青
松
も
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
松
林
は
、
数
百
年
の
サ
イ
ク
ル
で
盛
衰
を
繰
り
返
す
と
聞
く
。
し
か
し
、
海
浜
浸
食
に
よ
っ
て
、
消
え
て
い
く
こ
と
は
悲
し
い
。
少
し
で
も
浸
食
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
護
岸
工
事
に
よ
っ
て
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
延
々
続
く
浜
辺
も
少
な
く
な
い
。
慶
野
松
原
に
は
、
未
だ
そ
こ
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
小
田
某
氏
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
一
抹
の
不
安
を
覚
え
た
。
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